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Abstract

ALiterarySurveyonJujutsuKappo(Resuscitaion methods)

oftheYoshinryu,Nagaoryu-taijutsu,Tenjin-shinyoryu

JujutsuSchools

TEZUKAMasataka

Kappoisa丘rstaldmethodofresuscitatingapersoninaconditionofsyncope duetomechanical

impact,strangulation,drawning,etc・

Althoughjudohasgainedworldwidepopularityonlyrecently,itsmartialarty OriginSareanCient.

DuringtheSengokuPeriodofthe16thcentury,whenjujutsubeganitsdevelopment asamilitaryart,a

specialmethodofresuscitationcalledkappowasanestabl量shedjujutsutechnique.

Inmodernjudo,severaloftheoldmethodsofresuscitationareused.However manyofthesetech一

piqueshavebeenhandeddownfromgenerationtogenerationbywordofmouth assecretmethods,

andverylittlescientificinvestigationofkappohasbeenattempted.

Thereseemslittleapplicationofthetechniqueofkappoinfirstaidoutsideof thesportofjudo.

Thisisunderstandabelwhenweconciderthehistoryofjudo,butunfortunatorythesetechniquesare

beinglostratherquickly.Ifweleavekappoasitistoday,wewillsoonseeitdisappearintotheshadows

ofculturalheritage.

kappoisst董llapowefllltoolinjudofirstaid,andIbelieveweneedtoconductcarefullphysiological

studiesofi亡,researchingthehistoryofkappc,recordingitstechniques,andmaking itclearthatkapPo

shouldbeperseveredforfuturejudogenerations。

Inthisliterarysurvey,ImentionedjujutsukapPo(resuscitationmethods) oftheYoshinryu,

Nagaoryu。taijutsu,Tenjin-shinyoryujujutsuschoo監s・

.

.
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《個人研究》

楊心流,長 尾流躰術,天 神眞楊流柔術 「活法」について

手 塚 政 孝

はじめに

これまで,古 流柔術活法に関する調査研究 として,「死活自在接骨療法柔術生理書」に記述されて

いる古流柔術の活法などを中心に考察,報 告してきた。

柔術その ものは,歴 史的には 目木 に伝 わる古流武術の一種 目であ り,徒 手 をたて まえ として,と き

に武器 をも使用す る格闘武 術である。名称 も,小 具足,腰 廻 り,捕 手,和,柔,拳 法,白 打,体 術な

どと呼ばれたが,柔 術という名称は江戸時代初期か ら普遍化し,明 治時代に柔道に発展 し現代に至っ

ている。古流柔術は,そ の流祖が実戦場裡における体験をもととして,主 観的あるいは個性的工夫に

よって創られたものであり,し かも秘技 として扱われたので多くの流派に分れた。同じ流祖の末流で

も分派から分派を生み,し だいに多くの流派に分れてきた歴史的経緯:がある。

その中で,活 法は各流派の格闘武術 としての技術体系の中で研究され,伝 承されてきている。すな

わち,活 法は殺 法(主 として当身技)と いう技術体系 と表裏一体 とな って発達,伝 承 さ=れてきてい る。

蘇生法 としての活 法の名称 も数多 く残 さ;れているが,そ の 内容 については秘伝 ・口伝 とされて きた経

過の中で,伝 える人 も少 な く,不 明の点 も多い。

現在,柔 道 ・JUDOと 称せ られ,国 際的 に発展 して いる諸道 館柔道 は,1882年 に嘉 納治五郎 に よ

って創始されたものであり,そ の技術体系の中で,今 日も応用されている蘇生法 としての活法には,

主 として絞め技 によ って もた らされ る 「落ち」(意 識消失)の 際 に施 される 「呼 吸活」 と睾:丸が蹴上

げられるなどして腹腔内に押上げ られた虚脱の際に施す 「睾:丸活」の二種類が継承されている。

嘉納は,青 年期に最初に天神眞楊流柔術を学び,次 いで起倒流柔術を学んで,他 流派も研究 しなが

ら講道館柔道を起 こして居 り,技 術面,精 神面において多大な影響を受けている。すなわち,精 神面

においては楊 柳の委 すなわち柔の理 に徹 すべ きこ と,技 術面に おいては,固 技,当 身技,活 法 な ど

に,特 に天神買場流からの多 くの影響を受けていると考えられる。そ して,天 神員楊流が楊心流と眞

之神道流を合流 したもの とされてお り,本 調査研究では特に活法の研究が盛んであった と伝えられる

傷心流柔術 と天神眞楊流柔術,ま た金沢に伝えられその演武を観る機会のあ った長尾流躰:術に関 し

て,活 法を中心に調査研究を進めることを企図 した。

一
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傷心流柔術について

傷心流は,全 国的に広 く行われていた流派であるが,武 芸一般に関する記述 としては,天 保十四年

(1843)の 「武術 流祖録」 にわず かに次の如 く伝 え られてい るにす ぎない。

楊心流 秋山四郎左衛門義時

年暦 ヲ詳ラカニセズ,肥 前長崎二住ム。武官 ト云フ者義時二授 クルニ捕手三手,活 法二十八手活ヲ

以テス。後二義時其 ノ奥旨ヲ究メソ ト欲 シ,太 宰府天神二折 リ,遂 二其 ノ妙秘ヲ悟 り,捕 手三百手ヲ

工夫シ,而 シテ傷心流 ト号ス。云 々。大江仙兵衛広富其ノ流ヲ中興ス。貞享年間ノ人也 ト云フ。

流祖に関 しては,事 蹟が混用された形跡があ り,不 明な点もあるが,楊 心流関係の伝書か ら判断 し

て,流 祖は秋山四郎義昌,二 代 目は大江千兵衛義時 と見ることがで きる。秋山四郎義昌は肥前長崎の

小児医師であ り,中 国武官から柔術の技法だけでな く,活 法も併せて授けられたと伝えられている。

傷心流の流言 ・精神に関 しては,伝 書 「傷心流静間之巻」に,

(略)蓋 シ傷心 トハ陽葉 ノ風二靡キ且ッ変動常盤キ如ク,敵 ノ転化二因ル ヲ謂フ。意ハカヲ以テ人 ヲ

制スル者ハ,心 ヲ以テ人ヲ制スル若カズ。如何 トラレバ,カ ヲ以テ争フ者ハ,人 モ亦力ヲ以テ此 レヲ

拒 ム。此 レ是 レ何 ノ益 カアラソヤ。(一 路一)

と述べられてお り,傷 心流では,楊 柳の枝が細 くしなやかで,微 風にも直ちに順応して靡 き,し か

も自からの体を失わず持 しているように,敵 の変化に順応 していつでも変動できる心 とか らだとの在

り方を本旨 としてお り,そ れに基づいて,流 名も楊柳の蔵している精神 ・心を尊んで傷心流 としたこ

とが うかが える。 したが って,技 も敵の動 きに順応 しなが ら,敵 の虚 を突 いて こ=れを制す る ことにな

り,力 の争いを避け て,心 の動 きを尊 び,心 を もって敵 を制 す るこ とを流 旨 とした。

楊心流の技術体系を知 るための資料 としては,天 和三年(1683)大 江千兵衛が記した前掲 「傷心

流静間之巻」には,形 として,真 位,暫 心目付,抜 見 目付,無 刀別,立 合請別,車 捕 場之位の名称

が見 られ,同 じく 「楊心流覚悟之巻」には,当 身の部位を示す烏兎暗,雁 下,松 風 月影,水 月,明

星,村 雨,籍 留の名称が示されており,こ れによって当時の楊心流の技術の原形的なものを窺い知る

ことができる。四世河野巣安が元文三年(1738)三 月赤崎平七に授けた伝書によって,楊 心流の技

術体系及び内容を更に詳 しく知 ることができる。

居捕

真位,暫 心眼付,無 刀男IL拍 車,膳 越,車 剣,駒 返

立合

巻込,請 別,立 合拒,紅 葉乱,腰 附,腕 塾,胎 勢

壁添

肩車,御 前捕,柄 砕,拒,磁 波,左 右 曲長太 刀

行合
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後 山影,脇 山影, 向山影,手 金記,梅 折枝,当 投,頭 捕

上段手数廿ヶ条

一,後 捕独鈷之事 一 下藤之専

一 ,二 人詰之事 一 問当之事

一
,両 非前之事 一 ,塾 込 之専

一,猿 猴附身之事 一 ,摺 流之専

一 ,袖 絨之事 一 ,臥 鹿 一足之専

一
,右 剣之事 一 ,左 剣 之事

一 ,風 剣之事 一
,竜 虎之事

一 ,車 剣別之事

極意堅五 ヶ条

一 ,小 手堅 口伝 一 ,巴 ロ伝

一 ,三 章 ロ伝 一 ,虎 詰 口伝

一
,片 羽折 ロ伝

殺活

一 ,松 風 一 急雨 一
,稲 妻

一
雪 雁 下 一 雷 水月 一,明 星

一
,月 影

傷心流心持覚悟ノ巻

一 ,病 気去事 一 ,動 静 目附之事

一 ,長 短 目付之事 一,遠 近捕様之事

一
,飛 剣

一
、 籍 留

一 ,大 当之事 一 ,小 当之事

一 ,釣 合之事 一
,扇 形

一 四目手棒 一
,三 目手 棒

一
,太 刀陰手 捧 一 ,手 火車

一 ,天 火之事

これらの資料(伝 書) によって,傷 心流の技術体系及び内容を概観すると,そ の技術を,敵 と生死

を争 う場 面の形 態 によって分類 ・体系 化 し,(1),居 捕(坐 った姿勢で相対 した場 合),(2),立 合(立

った姿勢で相対 した場合), (3),壁 添(壁 に添 う場 合),(4》,行 合(立 った姿 勢で双方か ら接近 した場

合)と 配 列 し,こ;れ に, (5),殺 法(当 身),(6),活 法(蘇 生法)を 加 え,更 に薬餌療 法 と関連 して製

薬法が伝えられている。

傷心流の技術面については,そ の根本を楊柳の精神においていること,殺 活のいわゆる当身を重視

してい るこ と, またこれに伴う活法(蘇 生法)を 秘伝 として伝え,更 に怪我に対する薬餌療法をもそ

一
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の教授内容 としていたことなどが傷心流の特徴 と見ることができる。

次に,傷 心流 と目されている古流傷心神道流の 目録を調べていくと,そ の内容は,中 段 ・居捕十四

ヶ條,上 段 ・立合十 四 ヶ條の計二十八 ヶ條,阿 手 身(当 身)極 意十六 ヶ條,雲 上之伝(吐 息,秘 薬),

心法 か ら成 ってお り,殺 活法関連 を見 る と,

阿手身(当 身〉極意

一
,草 鹿 一,秘 中 一,人 申

一
,烏 乱 一,独 鈷 一,烏 兎

一
,明 間 一,松 風 一,村 雨

一
,釣 鐘 一,電 光 一,月 影

一
,雁 下 一,少 寸

一
,水 月 一,貫 元

雲上之伝

一 ,吐 息之事.一,秘 薬之事 口伝

心法,署 名花押の後に,「殺活楊心流正伝系譜如斯」 と記さ;れている。

また,同 流には古流傷心神道流経絡巻が残 されてお り,こ れは,人 体の主要臓器の位置 と機能,各

臓器の連絡,い わゆる解剖 ・生理に基づ く当身の殺活法に関する極めてめず らしい伝巻である。

「松風 ノ殺ハ,喉 ノ当りニシテ,陽 ノ位ナ リ。此経ハ気柱スル所ノ道路也。人間上焦二咽喉 ノニ

ツ,左 右 二分 レテニ管 有 リ。一 つ は水穀 ノ道 路,其 ノーつは息管 トイフモ ノ有 り。 一尺二 寸九節有

テ,肺 ノ臓二系統 シテ有ルモノナ リ。此裏手律備 リ,人 間ノ韻聲ハ此肺 ヨリ出ルナリ。味ハ辛ヲ好

ミ,活 則 大鹿二摩回数 ス。諸経 ノ当,是 ヲ以テ可知。 口伝有。

村 雨 ノ殺ハ,咽 ノ当 り陰也。 下ハ 胃二通系シ テ,水 穀 ノ道路ナ リ。飲食 都テ 胃二納ム。 胃脇ハ脾 ノ

下二随テ位シテ居ル也。水穀ノ納所上院 ト云。贋ノ上五寸,水 穀消化ノ地,胃 ノ正中院 ト云。贋 ノ上

四寸,飲 食腐熟 シテ小膓 二仏 フ。幽門 ト云。贋 ノ上二寸,下 院 と云。 小膓 ノ上 口ナ リ。活生ハ脾 ノ地

摩回シテ補エハ醒。惣シテ殺ハ此ノ意ヲ以テ可知,鹸 ハ准之。

電ノ殺ハ,膿 ノ厨二当ル 日月ノ位二近シ。臆ハ肝ノ四葉ノ間二歳テ各別ナルモノナ リ。 胃ハ水穀 ヲ

イレ,小 腸ハ受モ リ,膀 胱ハ液ヲ受,大 腸ハ糟粕ヲ受,五 臓何モ無不受。臆バカリ離テ水穀臓濁ヲ不

受。肝葉ノ間二居テ,真 精 シキ天気ヲ持テ守ル老也。人間ノ形跡ノ氣剛柔都テ膿ヨリ無不出。依テ分

ハ謄ノ穀ス事ナク,此 段ハ連ル故稲妻 ト云也。人間剛柔 ノ氣ヲ司ル新涼経也。口伝。

月影 ノ殺ハ,肝 二当ル隻也。肝ノ形八木ノ葉 ノ始,七 葉ア リ。四葉ハ右二付届ル陰ノ部ナリ。三葉

ハ左二村テ陽ノ部ナ リ。常必偶陽ハ寄,依 之可知。此般ハ大事ノ当 り也。常必為ス隻也。肝謄 ノ府

ハ,都 テ人間剛強出ル所ナ リ。月影ハ期間ノ辺二近シ。最稠ク経二当ル時ハ,力 持ッ事難シ。故二恩

ノ外二吐息ヲ出シ,直 ハ死二及事有 リ。其時息絶テ表裏経絡補摩 ト云事有 トモ,ヨ ク活生スル事:難

シ。 口 伝 ア リ。

雁下ハ,両 乳ノ辺ヲサシテ当ルナリ。此経ハ則心肺二臓二徹スル所也。心肺ニツハ上二位シテ下一
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寸 二布 リ。是 第一焦 ノ臓濁 ヲ受 ス,,当 ル所 ノ経ハ 両方各一 寸二 布 リ。是等 …・ノ心臓二 当ル ト知ル ペ

シ。心ノ臓ハ肺中二孕テ上位ス也。之二佐テ隔膜 ト云モノ蓋テ有故二,心 肺ノニツハ下無水穀ノ臓氣

ヲ受ザル也。五臓 ノ内ニヲイテ心 ノ臓 ハ至誠君主ノ位也。神 明ノ寓 スル所,一 一躰 ノ神霊 ナ リ。外 ノ臓

脇ハ此心 ノ臓ニ ヨリ達 スル者也 。此地少 シ当 りテモ,甚 答ル所ナ リ。是則天真 ノ氣至ル所ナ リ。最 大

事 ノ殺 ナ リ。 口伝有ナ リ。

明星殺ハ,大 勝,膀 胱 ノニ府 二当ルナ リ。膀上一寸 ト,:是 ヨ リ水ハ膀胱 二下行 シテ前陰へ出,糟 粕

ハ大腸 へ行 テ後門二出,之 二依 テ稠 ク明星二 当ル時ハ,二 便覚 ス出ナ リ。大腸 ハ右二位 シテ居 り,後

へ蠕 リ有ナ リ。膀 胱ハ大膓二人 テ組 テ,前 二蠕 リ居ル所ハ陰文 ノ地 ト知ベ シ。 口伝有 リ。

水 月ハ,自 流極意 ノ大事ノ殺ナ リ。 一切 ノ臓府経絡分 レタル所 ナ リ。此水 月ハ 胃 ノ中上下陽二 当

ル。之二依 テ一切 ノ殺ハ此理 ヲ以テ助 ク可キ神府 ヲ云。是ハ腎心 ノ性 ヲ受 タル氣経 ヲカタツ トテ生麻

也。常二此府ハ陰陽 トモ受,万 風ヲ生ル府ナ リ。則息絶テ少シノ間臓府二止 リ,見 ル内二空 ノ如クナ

ル府 ナ リ。此水月ハ活生ハナシ,先 師モ致 ラザル所 ノ経 ナ リ。必慎 ベシ。 口伝 ア リ。

烏兎ノ当 りハ両眼ナ リ。頭 ノ円ハ天工同ジ。故二天二 日月有テ,陰 陽分ル。人 二両限有テ事物 明白

ナ リ。 自流二両眼 ヲサシテ烏兎 ト云事,日 中ニハ三足 ノ烏有 テ,.月 中ニハ 玉兎 有 リ。兇暴陰陽ナ リ。

故二烏 兎 卜号ス。 口伝 ア リ。」

大江嶋右衛門

元貞

片桐 晋之助

力矩」

また,楊 心流においては,相 手を制する技として当身技 とともに絞め技の研究 も盛んであったと伝

えられてお り,そ の証左 として,「 傷心流死活之極秘 」(文 化七年(1811))を 挙げるこ とがで きる。

その内容か ら,殺 法 としての当身技の解説 とともに絞 め技に よって相手を制 した際の,相 手・の状態を

様 々な視点か ら細 か く観察 して対処す るための極意を著述 した もの として興味深 い。.特に,絞 め技が

効いた際の様机 相手の呼吸の 仕方,相 手 か ら伝わる脱 力感,手 足の痙攣,珂 の返 り等に よって相手 「

が意識 を消失 し,機 能脱落にいたる判定の基 準が示されてお り,相 手(敵)の 生命への気遣 い,や り

過ぎの危険に対する戒め とも解することができ,現 在の柔道の絞め技研究に対する示唆にも富む資料

と思 われ る。

傷心流死活之極秘

殺サカイノ夏

ハナシ様 ノ隻

手ニテアテ様ノ隻

足ニテケ様ノ蔓

稲妻目当ノ夏

水月目当ノ吏

一
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ウノケンノ夏

半死ノ蔓

猫殺ノ吏

○殺サカイノ隻

シメテ シバシスル トサカイキ タルマツ 目玉 ヲカエ ス也ヤカテ右 ノ足 力左 ノ足 ヲスル ナ リー スルヲユ

ルス両手ノ指ヒリヒリスル時ユルス

Oハ ナシ様 ノ蔓 口伝

スイプシシツカニ トリアツカイスイフンカツタ リトイワヌヤウニハナ ツスコシニテモ カク リトナ

レハ トイキ ト云モ ノ出テ氣ヌケル ユエ イキヌ …略 ・

楊心流 は,す でに天 和 ・貞享(1600年 代後半)の 頃 にその隆盛 をみて お り,柔 術 として は 古い流

派 に属す る。 また,発 祥の地 が長崎 というこ ともあ って,東 洋医学(経 絡経穴 と急所 の関連 など)の

影響を多 く受けているのが特徴的である。傷心流では,絞 め技 と当身技を併用した優れた技法(殺法)

が種 々考案された と伝え られているが,引 用文献に見 られる通 り,絞 め技 において も,着 衣 を利用 し

た多彩な技が示 されてい る。 例えば,袖 車(そ で くるま,着 衣 を巧み に利用 した絞 め技の… つ)な ど

は今口の諸道館柔道の固技の…つとして継承されている。然 しながら,技 の中核を成すのは急所(経

穴)の 打撃を中心 とする殺法(当 身技)で あると考えられ,急 所に対す研究が生理的効果を含めて盛

んであ った ことを窺い知 るこ とがで きた。 史に,打 撃 によるダ メー ジを受けた相手に対 する処置,治

療法 としての活法も併せて研究,考 察されてきた経緯 も見られる。活法の内容,施 技法など詳らかで

ない面 も多 々ある。 しか し,今 日天・神眞楊流 に伝わ る内容 とほy同 じではないか と推察 され る。

長尾流躰術について

長尾流躰術の開祖は遠 く戦国時代に遡 り,文 献伝承によれば,武 田信玄 と覇権を争った上杉謙信が

武田の武将馬場信春率いる部下の 「刺刀の術」に悩まされ,こ の術は飛鳥の如 く相手の懐に飛び込ん

で刺殺する早技で,こ れを防ぎ敵を圧倒する術の考案を謙信が甥の長尾監物為明に命 じて案出させた

と云 う。流祖 は この長尾為 明であ り,命 を受けた為明は,ド 野 国二荒山 に籠 り,華 厳 の滝 に水垢離 を

して神霊 に祈願 し,修 練 の末 長尾流躰術を創案 した と伝え られる。従 って,当 初の技 術体系は,甲 冑

着用時の合戦組討術であり,継 承されている次の技にその姿を見ることができる。

「陰術手段」

・裏 葉 ・鶏 羽 ・栽 風 ・発 負

初期 に案出された甲冑芳川1時の技 の うちの三手段,別 一・手段。 順に,髭 を掴んで引 きず り込むの に

対抗する技,行 違いの際抜打つ柄手を制し躰を捌いて捕 り押さえる技,足 で踏み潰 しに来るのを捌

いて倒す技,座 礼のうちに髭を掴んで引 きず り込む とき蹴 りを入れて倒し腕の付け根を足で折 り敷

いて(肩 固め)捕 え る技。

一
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「陽術鐵貫手段」

・戸指 ・丸 木橋 ・ 男波

重みのある握 り武器で甲冑を叩 き,打 撃を与える必殺技 と伝えられる。

「柄鞘之術」

・屏風 帖 ・猪牙 ・折返 し ・玉 簾

帯 した刀で対抗 する独得の:方法手段。

甲冑での刀術に加えて,巧 みな体捌 きを利 した当身技が織 り込まれており,柄 手封 じを主眼 とした

技術内容である。加えて,秘 伝 とした抜刀術 も伝承されている。

長尾流躰術の系譜を調べると,流 租長尾為明より ト二世の前 田光月(平 成六年没)ま で継承 されて

いる。所謂甲冑着用時の合戦組討術から出発 した長尾流も,や がて徳川期に入 って,甲 冑で戦 う機会

も無 くな り,素 肌戦になると,関 節技の折れ振ぎや急所当身が採 り入れられ,日 常護身までの術の完

成をみた。これを成 し遂げたのは加賀藩士で六世を継いだ雨夜覚右衛門である。加賀藩政時代,寛 政

四年(1792)に 藩校 「経武館」が創設 され,長 尾流躰術が経武館武術に採用 とな り,雨 夜覚右衛門

が出仕して多 くの藩士に教授 し,北 陸道中興の祖 と称された。技内容は前述 と同様の三術構成で,陰

術 ・陽術 ・柄鞘術から構成されている。長尾流躰術の正称は当身拳法手縛長尾流躰術で,武 芸 卜八般

の分類では,「小具足 ・捕物」に区分されている。前記経武館稽 古割には,「躰術長尾流」の記載が見

られる。やがて,経 武館が廃校 とな り,明 治政府の廃刀令が出 るに及んで,柄 手封 じを主眼 とした長

尾流躰術は九派に分派 し,終 戦後にも巷間伝承 としてその命脈を保っていたものの古伝は崩れていっ

た。金沢工業大学関係者が'古資料を基に復元 し,今 口まで郷土武芸 として伝承されている。

長尾 流雛術 では,武 道のみで な く,茶 道,華 道,九 字,十 字,大 字,早 九 字,活 な どを会 得 して免

許皆伝を受け,第 十一一代加賀藩主前田治脩公 より賜ろた武門宗師の称 とともに宗家を継 ぐことになっ

ているのが同流の特徴である。

長尾流敷桁,一 地方に伝わる古流柔術 として,ま た特殊な技術内容も見 られることから,幾 度か調

査を試みてきたが,特 に活法に関する資料に乏 しく,不 明な点 も多 く,未 だ詳細 を明 らかにで きな

い。今後 も調査を継続 したいと考えている。

天神眞楊流柔術について

天神直腸流の開祖は磯又右衛門正足である(文 久三年(1863)没 ・七十六歳)。 その生い立ちにつ

いては,「 天神眞楊流柔術極意教授圖解」(五 代 目磯又右衛門 ・吉田千春著,明 治二十六年発行)に 演

湯流元祖の略伝 として,磯 家に伝わる開祖の生い立ち,柔 術修行か ら一・流を開 くまでの経過が述べら

れている。それによると,磁 歪足は勢州松坂の生まれで紀州家の藩士,本 名は岡山八郎治。幼年より

武術を好み,十 五歳で傷心流の名人一ッ柳織部の門人 となって楊心流を修業,織 部の死にあって後眞

之神道流の達人本間文右衛門正遠に師事し修i業を重ねて両流を極めた。更に諸国武者修業を経て実戦

の中から当身技の有効性を体験 し積年心血を注ぎ 「真の当」を完成 させ,投 げ技,関 節技,絞 め技の
一
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中にこれを取 り入れて技の威力を大にした。天保四,五 年ごろ,天 神藁楊流を称え,江 戸に出て柔術

の教授を始め,磯 家に入って姓を磯 と改めた。又,楊 心流 ・虞之神道流合流 ・天神旗揚流 とも称えら

れているが,そ の背景には,磯 正足が自ら学んだ傷心流と眞之神道流とを合せた一つの教授体系を苦

心の末に作るとともに,自 らが考案した新しい技をも加えて天神員楊流を起こした経緯があり,眞 揚

流を称えた当時の心境を窺い知ることができる。江戸に出てより幕臣となり,神 田お玉ヶ池に道場を

設けて広 く子弟の教導に当り,講 武所の師範をもつとめ,… 二四本の技の手数の外,殺 活の秘術の教

授,伝 承に努めた。

天神奨揚流の流旨 ・精神 については,「 天神 眞湯沸上段之巻」 に,

夫 レ人,カ ヲ以テ争ヘパ,人 マ タカヲ以テ之 ヲ拒ム,何 ゾ益セ ンヤ。兵道 ・兵術二及ンデハ,敵 ノ

転化変動スル コ ト常 ナ リ。所謂,楊 柳 ノ風二靡 クヲ観 テ,和 徳大悟 ノーナルヲ得,始 メテ天神眞揚流

ト号ク。和八徳 ノ花,武 ハ徳 ノ守ナ リ,神 妙 ソノ中ニア リ,後 世 ノ門手数 シテ秘 ス可シ。

と述べ られて いる通 り,楊 心流 と同 じ流 旨 ・精神 と見 ることがで きよ う。

天神眞楊流の系譜を調べると,流 祖磯又右衛門正足より五代目の磯又右衛門正幸を以って磯家は絶

家 とな っているが,師 範家 は継承 されて今 口に至 っている。天神 眞楊流は幕末に隆盛 をきわめ,柔 術

諸流派の中で最も秀でた流儀 と伝 えられてお り,残 された伝書,資 料 も多い。

伝書 「地之巻」(初 目録 に与 え,柔 術初伝技法 とともに,打 撲,捻 挫の整復 法の伝授),「 天之巻」

(本 日録 に与え,柔 術中伝技法 とともに,骨 折,脱 臼の整復法の伝授),「 陽之巻」(免 許 に与え,五 臓

六脈 や経絡経穴(急 所)の …覧図を伝授),「 陰之巻」(皆 伝 に与 え,殺 活法,薬 法等の伝授),「 人之

巻」(相伝に与え,柔 術の高度な技法 とともに,高 度な殺活法,経 絡経穴の伝授),「網之巻」(粗 目録

して相伝者に与え,死 相鑑別法,柔 術の高度な技法 とともに,高 度な整復技法の伝授,哲 理等の伝

授)等 が良 く知 られる ところである。

「地之巻」 には,

「柔術者無事之根元,治 国乃基,壮 士並立 ノ要 ニ シテ,弱 ヨク強 ヲ制 シムルー略 一一」技 として先 ず

「手解 く」十 二本,を 置 き,次 いで 「初段居捕」 十本,「 初段立合」十本,「 中段居捕」十四本,「 中段

立合捕」十四本,特 別の心得 として 「五箇之伝」と 「七箇之極意」の教授内容が示されている。七箇

之極意は この流の特色の一 つ といわれる当身(殺 法)に 関す るもの である。

手 解

鬼拳 振解 逆手 逆指

片胸捕 両脚捕 小手返 両手捕

氣捕 天倒 扱捕 打手

初段

居捕

眞之位 添捕 御前捕

袖章 飛違 抜刀目附

錨返 両手捕 壁添

一
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後捕

立合

行違 突掛 引落

両胸捕 連拍子 友軍

衣被 襟投 手髪捕

後捕

中段居捕

一 ,眞 之位 一 ,手 巾捕 一,左 胸捕

一 ,右 脚 捕 一
,御 前 捕 一,袖 車

一
,飛 違

一 ,抜 身 目附 一,奏 者捕

一一
,柄 止

一
,善 越 一,両 手 詰

一 ,左 右曲 一
,引 立

中段立合捕

一
,行 違

一 ,向 山影 一,後 山影

一
,腰 附

一
,小 手 返 一,頭 捕

一 ,連 拍手 一 ,廻 込 一,柄 砕

一
,帰 投

一
,壁 添 拒 一,腕 挫

一
,諸 別

一 ,大 小捕

五箇之伝

一 ,片 羽折 一 ,対 人心得之 専

一 ,運 気之事 一 ,忍 太刀之事

一
,金 生水之事

七箇之極意

烏兎 霞 人中 独鈷

秘中 松風 村雨

大尾

「天神眞揚流柔術極意教授図解」に,「我眞楊流二於テ,形 ハ手解 ヨリ始マ リ,大 尾迄順序ヲ立テ定

規ヲ設ケ手合ヲ教ユ」 とあ り,柔 術の技術の教授内容 とその順序を知ることができる。技術内容は,

関節技,絞 め技 とともにILめをさす当身技をおり混ぜたものであり,い ずれ も楊心流,眞 之神道流の

技に新たに磯正足の創意工夫による技が加えられている。

次 に,「 天之巻 」においては,立 合之事十本,居 捕之事十本に加えて,雲 上之巻 どして,当 身の急

所,釣 鐘,雷 光, 月影,雁 下,小 寸,明 星,水 月の記述が見 られる。・

また,「柔術経験絡人之巻」では,天 神眞楊流柔術において川いる当身の身体における部位を示 し,

次いでその部位の内部に蔵している内臓の位置,名 称,他 の臓器と関連したその機能等について解説

を加 え,当 身の理 論を 体得 させ ようとした ものであ る。 ここでは,「 松風 ノ殺」,r村 雨 ノ殺」,「電 ノ
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殺」,「月影 ノ殺」,「雁下 ノ殺」,「明星 ノ殺」,「烏兎ノ当」の計七 つについて記述されている。

次いで,活 法 として,「 誘活法」,「襟活法」,「死相」,「陰嚢活 法」,「惣活法」な どが示 されてお り,

「天之巻」においては,打 撲治療に用いる薬の製法も示されている。

こ;れらは,傷 心流,眞 之神道流 において早 くか ら重視 し開拓 され てきた分野であ り,こ の合流 を称

える天神員楊流としても同様に重用 した面であったということがで きよう。

総合的にみれば,傷 心流の流旨をそのまX継 承 したこと,そ の技術においては,他 の流派 と同様

に,居 捕,立 合な どの技術で編成 されているが,寝 技 に優れて いた こ と,当 身,活 法,怪 我 に対す る

施薬法,製 薬法を伝えていることなどが天神眞楊流の特色とみることができる。

天神員楊流は,今 日でも師範家がその流儀を継承 している。幕末隆盛を極めたといわれる流派だけ

に,そ の技術 内容 も充実 してお り,文 献 伝承資料 も多 く,特 に殺 ・活法の研究 内容,伝 承 内容 を知 る

こ とがで きる。文献 的には,多 くの部分 で先 に取 り上げた楊心 流 と共通 してお り,傷 心 流の技 術 体

系,殺 活法の急所などはより精密に類推することができた。また,天 神萸楊流における技術内容,急

所(経 穴)の 細部にわたる生理 ・解剖学的研究経過などは注 目に値する内容であると思われた。

次に,免 許皆伝で師範家を継ぐ久保田敏弘氏記述の天神眞楊流柔術 「活法」の内容,施 技法などを

引用して参考に供する。

活法 とは,武 術の斗争,修 練中にお きた諸状況(例 えば,手,拳,武 具等で突かれる ・打 たれ る ・

倒 され る ・絞 められる ・蹴 られる ・水 に溺れ る等)に よって仮死状態(意 識不 明 ・気絶 ・卒倒)に 陥

つた時に蘇生 され る方法。昔は武士 の心得の ・つ として,身 に付 けた。

時代の経過 と共に,武 家のみならず一般家庭の日常生活でおこる諸状況(例 えば,高 所から落ち

る ・肖'吊・物 にぶつか る ・喉 に物が詰 まる ・毒 気にあた る ・熱 射病 ・日射病 等)を 生活 の知 恵 とし

て,広 い意味 で活用 されてきた。

今1=で は,医 療器具を使用 しない,一 ・次救命処 置,蘇 生法の・…つであ る。

ここでは,絞 め技に よる仮死者(落 ち ・意識不明)の 蘇生方法 について述べ る。

活法を施す心得

(1)志 気力合一不二妙

志 に従 って気が通い,気 の通 うところ力が集 まるは,一 定の理 である。

気 とは,体 内にあ る無 形の もので,気 の起 こ りを陽 といい,静 まるを陰 とい う。

日頃,体 内に気を満たすことが肝要であり,修 業が進んで理に遭った技が出せるようになれば気 と

一・体させ ,よ り修練 を重ね 自在に気を起 こし,静 める ことが可能 にな り,日 にみえない働 きとなって

技 が威力あ るもの とな る。

※ 「落ち」があ り,自 らが活法を施す立場の時,仮 死者 に自分の全精気を注入 して,蘇 生させ る と

い う強い志をまず持つこ と。

(2)前 心 ・道心 ・残心の用法

前心 とは,技 を行 う前の心構え。

一.
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通心 とは,技 の挙動中の心の動 き。

残心 とは,挙 動 を終わ って,我 が 口を相手 に注 ぐこと。

※施術者は仮死者の体格,ど の様な状態(舌 の巻き込み ・痙攣 ・泡 ・脱糞尿の有無等)で あるか瞬

時に見極め,施 す活 法に適 した状態に仮死者 を位置させ,自 らも位置につ く。(前 心)。 仮死者の

体格をみて,脊 柱に当てる掌底,膝 の強弱,腹 部 を押 し上げる力の強弱 に配慮:しつつ,仮 死者の

蘇生を確認す る。蘇生 しない場合,次 に施す活法の種類の判断,こ の様な心遣いをする。(通心)。

蘇生 した時,意 識の確認 ・服装 を整え る ・休息 させる。(残 心)。

(3)施 術者は,丹 田に力を入れ(贋 下に心身の精気を集め る),身 体の中心 を正 し,心 静 かにして,

速 やかに活を施す。

次に活法の種類を述べるが,仮 死者の 「落ち」の深さが判断しかねる場合 もあ り,速 やかに活を施

す必要上,一 人で施術がで き最 も簡単な方法か ら順次,列 記す る。

尚,こ の順序は仮死者の 「落ち」の深 さに応 じて,研 究 された結果である。

活法の種類

◎一人で施す方法

〔一〕誘 い活法

難…法(仮 死老の側方から施す)

仮死者 長座

施術 者(1)仮 死者の左体側 に左膝をつき右立膝。

(2)左 手腕 にて仮死者の胸部,二 の腕 を制 し,右 掌底にて脊柱六,七 節を突 き上げ,仮 死

者が耳卯か仰向 く様 にす る。

第二法(仮 死者の後方から施す)

仮死者 仰向けに寝かす

施術者(1)仮 死者の右側方に位置 し,左 膝をつき下腹部に跨が り右立膝。(仮死者に体重をかけ

ない)

(2)胸 部 より腹部にかけて両手で摩擦 する。

(3)仮 死者を長座に し,背 後に立 って右膝頭 を脊柱六,七 節にあて,左 足は後方 に引 き,
● ●o● ● ■ ● ● ●o●

両手を肩 よ り両脇 にさす り降 ろし,両 手で上にす りあげる(胸 を開 く様)と 同時 に右
●o■ ● ● ● ● ●

膝頭を突 き上げる様 に し,仮 死者が柳 か仰向 く様 にする。

誘い活法は脊髄 を叩 く,押 す,突 くの刺激 と肋骨 ・腹部運動 によって,心 臓に脈動を促 し,肺 に呼

吸運動 を蘇 らせ る。別名捺衝法 ともい う。

〔二〕襟活法

仮死者 仰向けに寝かす。

施術者(1>仮 死者の右側方に位置し,左 膝をつき股のあたりに跨が り右立膝。(仮死者に体重を
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かけない)

(2) 胸部より下腹部(膀 の下)ま で数回摩擦する。

(3) 右側方に戻 り,左 腕を頸部にあてがい,左 手親指を内にして左横襟を握 りおこし,左

足を立てて膝にて仮死者を後方に倒れないように制 し,右 足は仮死者の右側方脚の近
● ● ●

くに膝をつき,膀 下四センチ位を右掌底(四 指間を密着させ,親 指 との間を開 く。之
やf/r● ● ● ● ■ ■o● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ●

を矢筈 という)に て突 き上げるの と連動させて,首 をうつむ くように下方に引き寄せ
o

るを同時 に行 う。

襟活法は圧迫により胸部 ・肺臓を開かせ,腹 部運動の作用をもって,肺 に空気を入れ呼吸運動をお

こす 。

◎二人で施す方法

総活法 (誘い活法 ・襟活法施しても蘇生 しない時に施術する)

総括法には, 肺入活法 ・気海活法 ・裏活法の 三法があ る。

〔一〕肺 入活法

仮死者 仰向けに寝かす。

施術者 仮死者の右側方に位置 し,左 膝をつき腹部あたりに右立膝。(仮死者に体重をかけない)

助 者 仮死者の頭部あたりに座す。

施術者 両手で左右胸部を上下交互に数回摩擦 し,贋 より四センチ位上のあた りから水落にかけ
● ● ● ● ● ● ● ● ●o

て, 画学底(特 に親指付け根高い所)を 並べ,気 合 と共に突き ヒげる。
●o● ● ● ● ● ● ■ ● ● ■ ● ● ● ● ● ●

助 者 両手で仮死者の両腕を握 り,施 術者の突き上げに連動して仮死者の両腕を自分の方へ引 く。

施術者 立ち Lが り仮死者の両足を握 り,体 の方へ屈折する。(腹 部を圧迫する)

助 者 両手をゆるめて元に戻 し,施 術者が両足を握 り体の方へ屈折するのと連動 して,仮 死看の

両腕を自分の体の方へ引 く。

※施術者 ・助者共に同じ動作を三度繰 り返す。

賄人活法は肺臓を開かせ,横 隔膜に刺激を与え,腹 部呼吸を促し,肺 に空気を入れ,大 動脈を刺激

し心臓の脈動を誘い,呼 吸運動をおこさす。

〔二〕気梅活法

仮死者 仰向けに寝かす。

施術者 仮死者の右側方に位置 し,左 膝をつき,股 のあたりに跨が り右立膝。(仮 死者に体重をか

けない)

助 者 仮死者の頭部あたりに座す。
● ● ● ● ●o■

施術者 特に贋下を両手でよく摩擦 し,膀 下(膀 より四ヤソチ位下)を 両手で強 く突 き上げる。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●o●o●

助 者 両手で仮死者の両腕を握 り,施 術看の突 き上げに連動 して,仮 死者の両腕を自分の方へ引

ミ。

一
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気海活法は大小腸 ・脾臓 ・胃 ・横隔膜 を刺激 し,肺 臓,肝 臓を開 き呼吸運動 をおこさす。

※気海 とは謄下の腹部全体をい う。

〔三〕裏活 法(一 ・人で行 う)

仮死潜 腹這い

施術 者(1)左 膝 を つ き,股 のあた りに跨 が り,:右 立膝a(仮 死 者 に体重を かけ ない〉

②背中を両手で土下に摩擦する。

(3>乳の後方下(水 落の後方部下 ・急所 「電光」)あた りか ら両掌で強 く押 し,突 き上げる。

裏活法は脊髄大動脈 ・胃腸 ・横隔膜 ・交感神経を刺激し,肺 臓,肝 臓を開 き呼吸運動を

お こさす。

次の引用文献は,明 治23年(1890)刊 行の井 ノ[松 之助著1兵 法要務柔術剣棒図解秘訣 ・武道図

解秘訣」である。 ここには,総 合護身術を暇 日とした柔術,撃 剣,棒 及び早縄鎖の用法に加えて,殺

活の伝 として,殺 法(当 身)に 関する急所 と蘇生法活法に関する著述が残さ=れている。既に講道館柔

道が創設 されて8年 を経過 してい るが,著 者井ノロ松之助は天神眞楊流を学んだ人で,護 身術 とし

ての殺法(当 身)と ともに,日 常生活 に応用可能な活法の意義を認めている。傷心流,天 神旗揚流両

流において,当 初は殺法による急所(経 穴)へ の打撃効果 とともに,ダ メージを受けた相手に対する

活法に関 して研究,考 案がなされたが,や がて薬餌療法,整 骨 ・整復法な ども研究されて民間医療的

内容が確立されていった歴史的経過を見ることができる。 これらは,今 口の第一次救命救急処置に相

当するものと考えられる。

ここでは,図 解された活法に関する記述のみを引用する。

活法国解
エや

此活法ハ高所 ヨリ落テ気絶ナシ或ハ緯死セシ者 ヲ蘇生サスル ノ術ナ リ 先ヅ気絶シタル者仰向ニナ
シヅ シ リ ス

シ我が右手ヲ以テ徐カニ抱キ起シ圃ノ如ク窒息老 ノ署 ヲ地二居へ左手ニテ倒 レザル様受ケ置キ而シテ
ミ†ク

○死相ノ部 此死相 ヲ見ル二八仰向二寝シテ第一 目鼻口耳肛門(ハ 穴 卜号ス)等 ヲ能ク改 メ惣豚ヲ

見テ害者 ノ両手先 ヲ害者 ノ前二重テ左膝 ヲ突キ右膝 ヲ立テ左ノ手先ニテ害者 ノ両手ヲ押へ右肩へ右手
カク ノゴ トク

ニテ抱込 ミ静二起スナ リ 此ハ其ノ人 ノ手勝手ニテ左右 トモ座ス此圖 ノ裏ニテ思ヘハ同シ事 如此シ

テカラ活法 ヲ施ス者ナ リ 凡テ人体ヲ改 メルニハ 曽テ死人 ト偽 り敵ヲ引寄セ不意二人 ヲ悩スモ ノモ有
スイゲッ ミャク

シ故二変死者ノ手 ヲ我膝 ノT二 押付テ置テ水月二豚有力無 カヲ改 メハ穴並二死相 ヲ見ルヘキモ ノナ リ
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クJ17ン オシアテ テノヒラ

○ 同左 ヨリ見 タル圖 点ノ高節二指先ヲ押當即チ挿画ノ如ク右掌ノ点ノ所ヲ押當抱込ミ害者ハ膣

ヲ少シ クコ父メテモ首ハ仰向 クヤウニ指先ハ放 シ手 ノ平ニテ(エ イヤ) 卜声 卜共二活法 ヲ施 スペシ

此ハ我 レニモ息 ヲスー ト吸込 ミ害者二移ス時ニハ其者 ヲ生ス「故心 ヲ落付一度デハ戻ラソモ ノ故二五

六度モ幾度モ是ヲ施スペシ 実二兵士警官醤師又江湖諸君常二心得置ニハ実二必用ノ老 此ハ各先生

達ノロ傅秘傅ニテ書籍二著ス着工ハアラネト諸君へ忠告ノ為メ今般特別ニテ資本ニセルナリ榊原先生

田子先生吉田先生其他ノ各先生二免許ヲ受テ今此レヲ天下二弘メルナリ諸人常二是ヲ心得居ルトキハ

助ニナルー1故天下二弘 メルモ ノナ リ
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図3 誘の活法, 左 ヨリ見タル圖

ソクチウ

0誘 活法二式ノ部 前ノ死相ニモ記ス通 り害者 ヲ引起 シテ害者 ノ後二回 リ両手ニテ害者ノ腹中 ヲ好
ヲゲ チ、 ツキカゲイナゾマ

ク撫サスリ害者ノ両乳ノ下刀影稲妻ノ活所是ヲ十指ニテ延シ此時戒力下腹二力ヲ入レ左足ヲ少シ後口
ピザガンラ タワツハウコツ デンク「ノウ

二立右ノ膝頭ヲ害者ノ活法性 ト電光トノ問二押當テ圖ノ如ク右足先二力ヲ入レ我力息ヲ害者二移ス心
サスリ

持ニ テ(エ イヤ)ト 掛声 ト無二膝ハ下タヨリ突上ル両手ハ圖 ノ如 クノ所 ヨ リ手 ヲ下 ヨ リ摩上ル ー度
キ 七イ

ニテ帰生セズハ五六度及 ヒ幾度モ行フヘ シ

ムネ ヒ ハラウチ キ ゼン シヤク

O胸O脾 腹打O気 絶O女 子癌 ○卒血等二此法ヲ行フヘシ

一
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(てっか ・まさたか 経営学部教授)
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